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第1問
問 1 mA − mC

mA + mB + mC
g 問 2 TAB = mA(mB + 2mC)g

mA + mB + mC
，TBC = mC(2mA + mB)g

mA + mB + mC

問 3 µ′mB + mC

mB + mC
g 問 4

{
1 + (mA − mC)(mB + mC)

(mA + mB + mC)(µ′mB + mC)

}
H

問 5 静止摩擦係数の大きさは mC

mB
以上である．

解説

問 1 求める加速度の大きさを αとすると，運動方程式より，

A :mAα = mAg − TAB · · ·①

B :mBα = TAB − TBC · · ·②

C :mCα = TBC − mCg · · ·③

①+②+③より，

(mA + mB + mC)α = (mA − mC)g ... α =
mA − mC

mA + mB + mC

g

問 2 問 1の結果を①，③に代入して，

TAB = mA(g − α) =
mA(mB + 2mC)g

mA + mB + mC

TBC = mC(g + α) =
mC(2mA + mB)g

mA + mB + mC

問 3 求める加速度の大きさを β，物体 Bと Cをつなぐひもの張力を S とすると，運動方程式より，

B :mBβ = S + µ′mBg · · ·④

C :mCβ = mCg − S · · ·⑤

④+⑤より，

(mB + mC)β = (µ′mB + mC)g ... β =
µ′mB + mC

mB + mC

g

＜次頁につづく＞

※詳細は最終面をご確認ください
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メビオ学校説明会・無料体験を実施しています
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問 4 物体 Aが床と衝突する直前の物体 A，B，Cの速さを v，Aが床と衝突してから物体 B，Cが動く距離を hとすると，等加速度運動
の式より，

v2 − 02 = 2αH

02 − v2 = 2β(−h)

辺々加えると，

0 = 2αH − 2βh ... h = α

β
H

よって，物体 Cが達する最高点の床からの高さは，

H + h =
(

1 + α

β

)
H =

{
1 +

(mA − mC)(mB + mC)
(mA + mB + mC)(µ′mB + mC)

}
H

問 5 物体 Bにはたらく静止摩擦力の大きさを f，物体 Bと台の上面の間の静止摩擦係数を µとすると，物体 B，Cについての力のつり合
いより，f = mCgとなる．これが物体 Bと台の上面の間の最大摩擦力 µmBg以下であれば物体 B，Cは静止するので，

µmBg >= mCg ... µ >=
mC

mB
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第2問
問 1 E

R2
問 2 C2E 問 3 0 問 4 E

L

問 5 1
2

L

(
E

R1 + R2

)2
問 6 − C1C2R2

(C1 + C2)(R1 + R2)
E 問 7 − C1C2

C1 + C2
E

解説

問 1 コンデンサー 1，2の電圧が 0だから，E − R2I = 0... I = E

R2
．

問 2 十分に時間が経過した後，抵抗 1，2の電流は 0．よってコンデンサー 2の両端の電圧が E となるのでC2E

問 3 電池の両端の電圧とコンデンサー 2の両端の電圧がともにE のため，電荷の移動は起こらない．コンデンサー 1に蓄えられた電荷は
0のままである．

問 4 コイルの両端の電圧がEとなり，これがコイルの自己誘導起電力の大きさと等しくなる．よってE = L

∣∣∣ ∆I

∆t

∣∣∣より ∣∣∣ ∆I

∆t

∣∣∣ =
E

L

問 5 コイルに流れる電流が E

R1 + R2
なので， 1

2
L

(
E

R1 + R2

)2

問 6 コンデンサー 1，2の上側の極板に蓄えられる電気量をそれぞれQ1，Q2 とおくと

Q1

C1
+ Q2

C2
= R1E

R1 + R2
，− Q1 + Q2 = C2E

が成り立つ．これを解くとQ1 = −
C1C2R2

(C1 + C2)(R1 + R2)
E

問 7 コンデンサー 1，2の上側の極板に蓄えられる電気量をそれぞれQ1
′，Q2

′ とおくと

Q1
′

C1
+ Q2

′

C2
= 0，− Q1

′ + Q2
′ = C2E

が成り立つ．これを解くとQ1
′ = −

C1C2

C1 + C2
E
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第3問
問 1 2d sin θ = nλ

問 2 与えられた条件が満たされるとき，d = λ√
2 − 1

.=. 4.66 × 10−10 mとなるが，このとき 2d sin 30◦ = nλより，n =
√

2 + 1となる．

よって与えられた条件を満たす間隔 dは存在しない．

問 3 (ア)
√

2meV (イ) h√
2meV

(ウ) cos θ

cos θ′ (エ) λ

λ′ (オ) 2d sin θ′

(カ) 2d
√

µ2 − cos2 θ (キ)
√

2me(V + V0) (ク)
√

1 + V0

V
(ケ) n2h2

8d2me
− V sin2 θ

解説

問 2 nλ = 2d sin 30◦，(n + 1)λ = 2d sin 45◦ から nを消去すると d = λ√
2 − 1

となる．

問 3

（ア） 1
2

mv2 = eV，p = mvより p =
√

2meV

（ウ） 屈折の法則より，1 · sin
(

π

2
− θ

)
= µ sin

(
π

2
− θ′

)
．したがって，µ =

cos θ

cos θ′

（カ） λ′ = λ

µ
，sin θ′ =

√
1 − cos2 θ′ =

√
1 − 1

µ2 cos2 θを nλ′ = 2d sin θ′ に代入し，両辺に µをかけると，

nλ = 2d
√

µ2 − cos2 θ

（キ） 1
2

mv′2 = e(V + V0)，p′ = mv′ より p′ =
√

2me(V + V0)

（ク） µ = λ

λ′ = h√
2meV

·

√
2me(V + V0)

h
=

√
1 +

V0

V

（ケ） （ク）より，V0 = (µ2 − 1)V．

また λ = h√
2meV

，nλ = 2d
√

µ2 − cos2 θより

µ2 = cos2 θ + n2h2

8d2meV
... V0 =

n2h2

8d2me
− V sin2 θ
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第4問

O

加速度の大きさ

H

µ′g

2

2L

µ′
L

µ′

µ′g

問 1 Mg

2

問 2 µ′NA

M

問 3 L × Mg = 2L × NB + H × µ′NA

問 4 NB = L − µ′H

2L − µ′H
Mg

問 5 H <=
L

µ′

問 6 µ′L

2L − µ′H
g，グラフは右図

解説

問 1 求める垂直抗力の大きさを Rとおく．点 Bのまわりの力のモーメントのつり合いの式より，

L × Mg = 2L × R ... R =
Mg

2

問 2 図の右向きを正，物体の加速度を αとすると，NA > 0なので，水平成分についての運動方程式は，

Mα = −µ′NA ... |α| =
µ′NA

M

問 3 物体と共に運動する観測者からみたときの慣性力が図の右向き，大きさが µ′NA であることに注意して，

L × Mg = 2L × NB + H × µ′NA

問 4 鉛直成分の力のつり合いNA + NB = Mgと，問 3の式をNA，NB について解くと，

NA = L

2L − µ′H
Mg, NB =

L − µ′H

2L − µ′H
Mg

問 5 点 Bが床から浮かない条件より，NB = L − µ′H

2L − µ′H
Mg >= 0．したがって，

(L − µ′H)(2L − µ′H) >= 0 ... H <=
L

µ′ または
2L

µ′
<= H

ここで，NA > 0より，H <
2L

µ′ だから，H <=
L

µ′

問 6 図の右向きを正，物体の加速度を β とすると，水平成分についての運動方程式は，

Mβ = −µ′NA ... |β| =
µ′L

2L − µ′H
g

＜次頁につづく＞
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講評
第 1問 ［力学：定滑車を介して結ばれた 3物体の運動］（標準）定滑車を介して結ばれた 3物体の運動を扱う問題．文字が多いのでミスし

ないように計算を進める必要があるが，運動方程式および，等加速度運動の知識があれば完答できる．
第 2問 ［電磁気：コンデンサーとコイルを含む直流回路］（標準）コンデンサーとコイルを含む直流回路において過渡現象を扱う問題．ス

イッチを切り替えた直後と十分に時間が経過したときにコンデンサーやコイルの電流や電圧に関する条件を丁寧に適用していけばよ
い．できれば完答したい．

第 3問 ［原子：ブラッグの条件・電子線回折］（やや難）前半は X線回折の問題，後半は電子線の屈折を扱う問題で，類題を解いたこと
がなければ完答するのは難しいだろう．

第 4問 ［力学：剛体のつりあい］（標準）慣性力を用いた剛体のつりあいの問題．難易度の高い題材だが，誘導が丁寧で分かり易い．問 5
のH の範囲を求める際に加速度が左向きであること（あるいはNA >= 0）を用いる必要がありやや難しい．

　総じて昨年度後期と難易度は変わらない．2023年度前期よりも易しい．時間も前期ほどきつくはないが，全ての問題を解き切るにはかな
り実力がいるだろう．全体での目標は，60%

メルマガ無料登録で全教科配信！

https://www.mebio.co.jp/0120-146-156 https://yms.ne.jp/03-3370-0410

本解答速報の内容に関するお問合せは…

https://www.mebio-eishinkan.com/

メビオ 0120-146-156まで

0120-192-215
登録はこちらから

大阪府大阪市中央区石町2-3-12 ベルヴォア天満橋
天満橋駅（京阪/大阪メトロ谷町線）より徒歩4分0120-146-156

フリーダイヤル

【受付時間】 9：00～21：00 （土日祝可）
校舎にて個別説明会も随時開催しています。

詳しくはWebまたはお電話で

学校説明会
無料体験授業

2泊3日無料体験

メビオがどのようにしてこれまで医学部合格の実績を勝ち取ってきたか、
そのメソッドについて説明いたします。また、メビオが誇る一流精鋭講師
陣による無料体験授業を受講できます。

日時
毎日 10:00～20:00

場所
医学部進学予備校メビオ校舎

同じ日に実施可能なメニュー
・学力診断テスト　・校舎見学
・寮見学　　　　　・学習相談

詳しくはこちら

メビオ校舎にて実施中 授業・食堂・寮 /毎週日月火

・3/ 5（日）～3/ 7（火）
・3/12（日）～3/14（火）

どちらかお好きな日
をお選びください。

詳しくはこちら
多数の医学部合格者を生み出してきたメビオのすべて
を2泊3日でじっくり無料体験できます。
「メビオの授業の様子を体感したい」
「どんな講師がいるか気になる」
「寮に入ろうか悩んでいる」
そんな方はぜひ一度体験してみてください。

通学生（寮利用
なし）の無料体
験も受け付けて
います。


